
中国ビジネス最前線
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　　2021年7月28日　実践アジア社長塾
一般社団法人　アジアビジネス連携協議会
　　　　　　中　山　良　一



年　　　表
・１９７２　：　日中国交回復

　　　　　　KDD、NEC　北京に可搬型地上局設置

・　７５　：　初訪中（北京）

・　７６　：　周恩来、毛沢東死去、四人組失脚、唐山大地震

 　　　　　　上海～九州（天草）　海底通信ケーブル設置（７６～７７年）

・　７８　：　改革開放政策決定

　　　　　　　鄧小平副総理　来日

・　７９　：　アメリカと国交回復、

　　　　　　日本から経済顧問　大来佐武郎、向坂正男両氏を中国に派遣

・　　　　　　経済特区設置、深圳、珠海、汕頭、厦門、（海南島、’８８）
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・　８２～８８　：　対外開放政策の本格化

・　　　　８９　：　天安門事件

・　（８８～９４年）　通信網近代化プロジェクトへの参画

               　　　　　　（　天津、広東省、青島、東北三省、浙江省、海南省　ほか） 

　　　       　　　　　ソフトウェア会社設立（北京）

・　　　９２　　：　鄧小平　南巡講話

・　　　９７　　：　香港返還

・　２００１　　：　中国WTO加盟

・　２００８　　：　北京オリンピック、四川大地震

・　（２００１～現在）ソフトウェア委託開発、ITシステム、貿易、コンサルタント

　　　　　　　　　　　　ＢＰＯビジネス

・　２０１０　　：　　中国国内総生産（GDP）日本を抜く
3

－　　　３　　　ー



中国ビジネスの要諦

 
・飲水思源：周恩来と田中角栄、魯迅と藤野先生、
　　　　　　孫文と梅屋庄吉、
・関　係　：人間関係、地縁血縁学縁、老朋友、中国通
　　　　　　世界の華人ネットワーク
・リスク管理：パートナーの選定、代金回収
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ポストコロナの日本企業と中国ビジネス
 
・米中対立激化の行方：
　　　日米貿易摩擦の教訓（繊維、自動車、半導体、スパコンなど）
　　　キッシンジャーの忠告
 
・中国との戦略的互恵関係の再構築
・ASEAN、インド、バングラデッシュなどへの製造拠点分散
・日本企業の強み
　部品、素材、製造装置、環境関連技術、顧客との信頼関係
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